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　はじめに

与論島は奄美群島のひとつで，沖縄島と沖永

良部島の間にあり，鹿児島県の最南端に位置する．

与論島における陸水性魚類の報告は乏しく，1980

年代までに茶花のため池からドジョウ Misgurnus 

anguillicaudatus (Cantor, 1842)の生息が確認され

たのみである（与論町誌編集委員会，1988）．し

かし，近年では与論島の湧水地から，絶滅危惧種

に指定される希少な藻類や甲殻類が報告されてお

り（洲澤ほか，2010；鈴木ほか，2011），本島に

おける陸水性生物相の調査の必要性は増してきた

といえる．

そこで，2011年 8月に鹿児島大学総合研究博

物館により行われた与論島での魚類相調査の一環

として，島内の主要な水路とため池で魚類の生息

調査を行った．また，国立科学博物館に所蔵され

ている魚類標本の調査も行った．その結果，汽水

域をふくめる島内の陸水域から 10科 15種の魚類

が確認されたので報告する．

　材料と方法

与論島での調査は，2011年 8月 10–16日に与

論町茶花の水路，増木名川，インジャゴ，ヤゴー，

およびシゴーで行った（図 1）．調査地の詳細は

以下のとおり．茶花の水路：与論町茶花の耕作地

にある井戸を水源とし，水路でコンクリート製の

ため池に貯水される．さらに，ため池からのびる

水路は住宅地をとおり海にいたる．海への流出部

にはスロープがあり，左岸側には人工の砂浜があ

る．流出部では恒常的に淡水が海域に流入してい

るが，急な傾斜のスロープを介するため，流量は

きわめて少なく，低潮時に魚類が水路と海の間を

移動することは不可能と思われる．茶花の水路で

は，以下の 4地点で調査を行った．水路流出部（ス

ロープ下の周辺；図 2–1），27°02′51″N, 128°24′ 

40″E，水深 0.5–1 m；県道 631号の橋下（スロー

プ直前；図 2-2），27°02′50″N, 128°24′41″E，水深 0.5 

m；中流（スロープとため池の間の区間；図

2–3）， 水 深 0.2–0.3 m； た め 池（ 図 2-4），

27°02′33″N, 128°24′49″E，水深 1.5 m以上．増木

名川（図 2-5）：大金久海岸に面する河口部で調

査を行った（27°02′20″N, 128°27′09″E，水深 0.5 m）．

なお，調査時は河口部に土砂が堆積し，海とつな

がっていなかった．インジャゴ（図 2–6）：与論

鹿児島県与論島で採集された汽水・淡水産魚類
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図 1．与論島の地図．1, 茶花の水路；2, 増木名川；3, インジャ
ゴ．
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町麦屋にある湧水地．地下水を貯水するコンク

リート製のため池につながる水路で調査を行った

（27°01′48″N, 128°26′21″E，水深 0.3 m）．なお，と

もに湧水地であるヤゴー（与論町立長）とシゴー

（与論町麦屋）では，後述のとおり魚類の生息が

確認されなかったため，詳細は省く．

　魚類の採集には投網と手網を用いた．採集

した魚類は，現場にて氷水中で死亡させた後，研

究室に持ち帰り，10 %ホルマリン溶液で固定し

た．種同定，標準和名，学名と命名者は，原則と

して Nakabo (2002)にしたがった．標準体長は体

長と表記した．本報告で用いた標本は鹿児島大学

総合研究博物館（KAUM）と国立科学博物館

（NSMT）に保管されている．

　結果と考察

Megalopidaeイセゴイ科

Megalops cyprinoides (Broussonet, 1782)

イセゴイ（図 3）

　標本　KAUM–I. 39852（体長90.4 mm），39858（体

長 82.7 mm），茶花の水路・県道 631号の橋下，

2011 年 8 月 11 日；KAUM–I. 40295（ 体 長 88.2 

mm），茶花の水路・県道 631号の橋下，2011年 8

月 15日．

　備考　本種は，茶花の水路にて流出部直前の淀

みからのみ採集され，それよりも上流部では確認

されなかった．

Chanidaeサバヒー科

Chanos chanos (Forsskål, 1775)

サバヒー（図 4）

　標本　KAUM–I. 39853（体長71.5 mm），39854（体

長 59.5 mm），茶花の水路・県道 631号の橋下，

2011 年 8 月 11 日；KAUM–I. 40281（ 体 長 62.4 

mm），茶花の水路・県道 631号の橋下，2011年 8

月 15 日；KAUM–I. 40296（ 体 長 27.3 mm），

40297（体長 28.3 mm），40298（体長 25.5 mm），

図 2．調査地の景観．1, 茶花の水路流出部；2, 茶花の水路・県道 631号の橋下；3, 茶花の水路中流；4, 茶花の水路・ため池；5, 
増木名川河口；6, インジャゴ．

図 3．イセゴイ Megalops cyprinoides．KAUM–I. 39852，体長
90.4 mm．
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40299（体長 25.9 mm），40300（体長 21.5 mm），

40301（体長 22.8 mm），茶花の水路中流，2011年

8月 15日．

　備考　本種は，茶花の水路にて下流部でよくみ

られた．流出部直前の淀みでは比較的大型の個体

が採集され，それよりも上流では体長 30 mm以

下の小型の個体が群でみられた．

Mugilidaeボラ科

Chelon macrolepis (Smith, 1846)

コボラ（図 5）

　標本　KAUM–I. 39787（体長61.1 mm），39790（体

長 68.3 mm），39792（体長 102.7 mm），39795（体

長 99.4 mm），39796（体長 104.7 mm），茶花の水

路流出部，2011年 8月 10日；KAUM–I. 40287（体

長 54.6 mm），40288（体長 55.0 mm），茶花の水路・

県道 631号の橋下，2011年 8月 15日；KAUM–I. 

40302（体長 51.9 mm），茶花の水路中流，2011年

8月 15日．

　備考　本種は，茶花の水路にて流出部から中流

にかけて広くみられ，群をなしているのが観察さ

れた．

Crenimugil crenilabis (Forsskål, 1775)

フウライボラ（図 6）

　標本　KAUM–I. 39797（体長 126.2 mm），茶花

の 水 路 流 出 部，2011 年 8 月 10 日；KAUM–I. 

39907（体長 70.9 mm），増木名川河口，2011年 8

月 12日．

Mugil cephalus cephalus Linnaeus, 1758

ボラ（図 7）

　標本　KAUM–I. 39856（体長 89.2 mm），茶花

の水路・県道 631号の橋下，2011年 8月 11日；

KAUM–I. 40294（体長 70.1 mm），茶花の水路・

県道 631号の橋下，2011年 8月 15日．

Poeciliidaeカダヤシ科

Gambusia affinis (Baird and Girard, 1853)

カダヤシ（図 8）

　標本　KAUM–I. 40327（体長19.5 mm），40328（体

長 15.6 mm），40329（体長 20.3 mm），40330（体

長 17.0 mm），インジャゴ，2011年 8月 16日；

図 4．サバヒー Chanos chanos．KAUM–I. 39854，体長 59.5 
mm．

図 5．コボラ Chelon macrolepis．KAUM–I. 39795，体長 99.4 
mm．

図 6．フウライボラ Crenimugil crenilabis．KAUM–I. 39797，
体長 126.2 mm．

図 7．ボラ Mugil cephalus cephalus．KAUM–I. 39856，体長
89.2 mm．
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NSMT-P 44872（8個体：体長 14.8–26.2 mm），与

論町茶花の細流，1977年 5月 17日．

　備考　本種は 1977年に茶花の細流（本報告で

の茶花の水路と同じ場所と考えられる）で採集さ

れているが，今回の生息調査では確認されなかっ

た．本種は国外外来種で，日本国内には蚊の駆除

を目的として導入された（瀬能・松沢，2008）．

Carangidaeアジ科

Scomberoides tol (Cuvier, 1832)

ミナミイケカツオ（図 9）

　標本　KAUM–I. 39783（体長 53.8 mm），茶花

の水路流出部，2011年 8月 10日．

Caranx ignobilis (Forsskal, 1775)

ロウニンアジ（図 10）

　標本　KAUM–I. 39784（体長 47.2 mm），茶花

の水路流出部，2011年 8月 10日．

Caranx sexfasciatus Quoy and Gaimard, 1825

ギンガメアジ（図 11）

　標本　KAUM–I. 39855（体長 59.5 mm），茶花

の水路・県道 631号の橋下，2011年 8月 11日．

Gerreidaeクロサギ科

Gerres oyena (Forsskål, 1775)

ミナミクロサギ（図 12）

　標本　KAUM–I. 39786（体長45.3 mm），39788（体

長 40.6 mm），39789（体長 45.3 mm），39793（体

長 47.9 mm），39794（体長 46.3 mm），茶花の水

路流出部，2011年 8月 10日．

図 8．カダヤシ Gambusia affinis．KAUM–I. 40327，体長 19.5 
mm．

図 9．ミナミイケカツオ Scomberoides tol．KAUM–I. 39783，
体長 53.8 mm．

図 10．ロウニンアジ Caranx ignobilis．KAUM–I. 39784，体
長 47.2 mm．

図 11．ギンガメアジ Caranx sexfasciatus．KAUM–I. 39855，
体長 59.5 mm．

図 12．ミナミクロサギ Gerres oyena．KAUM–I. 39786，体
長 45.3 mm．
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Cichlidaeカワスズメ科

Oreochromis niloticus (Linnaeus, 1758)

ナイルティラピア（図 13）

　標本　KAUM–I. 39822（体長55.6 mm），39823（体

長 54.1 mm），39824（体長 56.1 mm），39825（体

長 57.1 mm），39826（体長 46.9 mm），39827（体

長 49.1 mm），39828（体長 45.8 mm），39829（体

長 39.7 mm），39830（体長 43.6 mm），39831（体

長 40.4 mm），39832（体長 41.8 mm），39833（体

長 38.7 mm），39834（体長 38.8 mm），39835（体

長 42.5 mm），39836（体長 35.4 mm），39837（体

長 39.0 mm），39838（体長 27.0 mm），39844（体

長 76.6 mm），39845（体長 61.8 mm），39846（体

長 56.6 mm），39847（体長 62.2 mm），茶花の水

路中流，2011年 8月 11日；KAUM–I. 39857（体

長 55.7 mm），茶花の水路・県道 631号の橋下，

2011 年 8 月 11 日；KAUM–I. 40289（ 体 長 42.2 

mm），40290（体長 87.3 mm），40291（体長 84.4 

mm），40292（体長 95.8 mm），40293（体長 63.5 

mm），茶花の水路・県道 631号の橋下，2011年 8

月 15日；KAUM–I. 40304（体長 62.4 mm），40305

（体長 47.0 mm），茶花の水路中流，2011年 8月

15日；KAUM–I. 40306（体長 93.6 mm），茶花の

水路・ため池，2011年 8月 15日．

　備考　本種は茶花の水路にて，流出部直前から

ため池までの淡水域において高密度でみられた．

なお，ため池よりも上流にあたる水路では確認さ

れなかった．本種は国外外来種であり，鹿児島県

下には食用として導入された（米沢，2003）．

Terapontidaeシマイサキ科

Terapon jarbua (Forsskål, 1775)

コトヒキ（図 14）

　標本　KAUM–I. 40282（体長 57.1 mm），茶花

の水路・県道 631号の橋下，2011年 8月 15日．

Kuhliidaeユゴイ科

Kuhlia marginata (Cuvier, 1829)

ユゴイ（図 15）

　標本　KAUM–I. 40284（体長49.6 mm），40285（体

長 51.8mm），40286（体長 35.7 mm），茶花の水路・

県道 631号の橋下，2011年 8月 15日；KAUM–I. 

40303（体長 52.5 mm），茶花の水路中流，2011年

8月 15日．

Kuhlia rupestris (Lacepède, 1802)

オオクチユゴイ（図 16）

図 13．ナイルティラピア Oreochromis niloticus．KAUM–I. 
39846，体長 56.6 mm．

図 14．コトヒキ Terapon jarbua．KAUM–I. 40282，体長 57.1 
mm．

図 15．ユゴイ Kuhlia marginata．KAUM–I. 40284，体長 49.6 
mm．
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　標本　KAUM–I. 40283（体長 55.8 mm），茶花

の水路・県道 631号の橋下，2011年 8月 15日．

カマス科 Sphyraenidae

Sphyraena barracuda (Edwards, 1771)

オニカマス（図 17）

　標本　KAUM–I. 39859（体長 48.1 mm），茶花

の水路流出部，2011年 8月 11日．

　備考　本種の命名者は Eschmeyer (1998)にした

がった．

　調査の結果，茶花の水路，増木名川，およびイ

ンジャゴから 10科 15種の魚類が確認された．な

お，ヤゴーとシゴーでは魚類の生息は確認されな

かった．このうち，純淡水魚類はカダヤシとナイ

ルティラピアの 2種でいずれも国外外来種であ

る．その他の魚類は，すべて通し回遊魚あるいは

周縁性淡水魚であった．与論島では過去に “茶花

のため池（おそらく本報告での茶花のため池と同

じ場所と考えられる）”からドジョウが記録され

ているが（与論町誌編集委員会，1988），今回の

調査では確認されなかった．

　茶花の水路では，流出部にあるスロープが障壁

となり，魚類が水路と海の間を移動する機会は限

定されるようであったが，イセゴイ科，サバヒー

科やボラ科魚類などの通し回遊魚がスロープより

も上流で確認されたので可能なようである．今回

の調査では確認されなかったが，地元住民によれ

ば茶花の水路ではウナギ科魚類がみられたことも

あるという．
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